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Ceftazidime (SN401) の臨床成績

玉 木 重

公立藤田総合病院内科

(現 墨総合病院内科)

Ceftazidime (CAZ, SN401) について,臨 床的検討を行ない次の成績を得た。

呼吸器感染症5例,尿 路感染症10例 に本剤を投与し,著 効2例,有 効13例 の成績を得た。本剤

によると思われる副作用は認められなかった。

以上から,本 剤は臨床効果が期待される有用な新抗生剤 といえる。

Ceftazidime (CAZ, SN401) は ア ミノ チ ア ゾー ル基 を

有 す る 非経 ロ セ ファ ロ ス ポ リン剤 で, P. aeruginosa を

含めたグラム陰性菌に対し優れた抗菌活性を有し,筋 ・

静注の投与によって速やかに吸収され,良 好な血中濃度

を長く持続する薬剤とされている1,2)。今回,本 剤を臨床

的に用いる機会を得たので,そ の成績を報告する。

I. 対象 ならびに方法

1. 当内科に入院中の内科的感染症15例 に本剤を使

用 し,そ の臨床効果と副作用について検討 した。

2. 性別 は男6例,女9例 である。

3. 年齢は13歳 か ら81歳 にわたる。

4. 対象疾患:呼 吸器感染症5例(急 性肺炎4例,慢

性気管支炎の急性増悪1例),尿 路感染症10例(い ずれ

も反復性難治性尿路感染症で,何 らかの基礎疾患を有す

るものばかり)で あった。殊に尿路感染症10例 中8例

では,バ ルーンを使用していた。

5. 基礎疾患としては,脳 血栓症後遺症,脊 髄疾患,

糖 尿病などであ り,合 併症としては貧血症が2例 にみら

れた。

6. 投与量:1日 の本剤投与量は全例で2gで あり,

そのうち11例 では1gず つ1日2回,4例 では2gを

1日1回 の投与であった。投与期間は呼吸器感染症では

7～14日 間,尿 路感染症では10例 とも7日 間であった。

投与総量では14～28gと なる。

7. 投与方法:静 注 のみ が6例(呼 吸器感染症 で4

例,尿 路感染症で2例),点 滴静注のみが4例(呼 吸器

感染症1例,尿 路感染症3例),1日1回 は点滴静注であ

との1回 は静注によったものは5例(尿 路感染症5例)

であった。

8. 各症例で起炎菌の検出に努めた。菌の検出に用い

た検体は喀痰および尿であって,検 出しえた菌について

は可及的にいずれもCAZに 対する感受性を検索して本

剤を使用 した。

9. 臨床効果の判定は,臨 床症状および自他覚症状の

改善,検 体から起炎菌と思われるものの陰性化ないしは

有意の減少,さ らに胸部 レントゲン写真上の陰影の改善

をもって行なった。なお,本 検討においては,本 剤の使

用量と期間 とにも差があるので,こ の点にも留意した。

II. 成 績

呼吸器感染症および尿路感染症の15例 に本剤を投与

し,次 のような成績を得た(Table 1)。 すなわち,著 効

2例(尿 路感染症の2例),有 効13例(呼 吸器感染症5

例,尿 路感染症8例)で あった。

1. 呼吸器感染症5例(急 性肺炎4例,慢 性気管支

炎の急性増悪1例)で は,胸 部 レントゲン写真上で,異

常陰影の消褪または著明な改善と,喀 痰中からの起炎菌

と思われるものの消失を加味して,全 例で有効 であっ

た。

以下に2症 例の概要を示す。

症例10T.M.70歳,♀,急 性肺炎。

数年来,糖 尿病と気管支喘息として外来通院にて加療

中であったが,昭 和56年11月25日 から喘鳴強くなり,

高熱,咳 漱および喀痰などの症状増強し,11月26日 の

胸部 レントゲン写真上,肺 炎と診断され入院となった。

右中肺野に異常陰影を認め,白 血球数12,900,CRP(6

+),寒 冷凝集反応4倍>,マ イコプラズマCF抗 体4倍

>で あったので,本 剤を1回1g,1日2回 ずつ静注を行

なった。入院時に施行 した喀痰の検査 で は,H.influ-

enzaeを 検出してお り,結 核菌は陰性であった。本剤の

14日 間,総 量289の 使用により,徐 々に解熱し,喘 鳴,

咳漱および喀痰も軽快消失した。胸部レントゲン写真上

の異常陰影も漸次吸収され消褪 し,軽 快退院した。なお

喀痰中の菌も陰性化した。

症例11M.G.64歳,♂,急 性肺炎。

数年来,糖 尿病を指摘されていたが放置。昭和56年

12月3日 から有熱感,咳 嗽および倦怠感があり,昭 和
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56年12月7日 初診時の胸部 レン トゲン写真上員常陰影

を指摘され,同 時に尿糖陽性のためもあ り,昭 和56年

12月8日 に入院した。白血球敬19,600,CRP(6+),赤

沈(68mm/時)、 胸部 ヲ音は右中下肺野に著明であった。

マイコプラズマCF抗 体4倍>,寒 冷凝集反応4倍>,

喀痰中にH.influenzaeを 検出したので,本 剤を1回1

g,1日2回 の静注を施行し,14日 間に総量28gを 使用

した。結核菌は陰性であった。本剤の使用により自他覚

症状の改善を認め,胸 部レントゲン写真上の異常陰影も

漸次吸収され消失し,喀 痰中の菌の陰性化をも認め,軽

快退院した。

2.尿 路感染症の10例 では,著 効2例,有 効8例 の

成績を得た。これら10例 中8例 ではバルーンを常用し

ており,反 復性難治性であ り,他 の2例 もそれぞれ糖尿

病 と脊髄症を基礎疾患とした典型的神経因性膀胱の症例

であったが,本 剤の使用により尿所見の改善とともに,

菌の陰性化ないしは減少を認めたので,い ずれも箸効な

い しは有効とした。

若干の症例の概要を示す。

症例4 H.M. 13歳,〓,尿 路感染症。

生後2週 目に脊椎二分症のために手術を受け,そ れ以

降下半身の弛緩性麻痺を来たし,膀 胱直腸障害を認め,

Table 2 Laboratory findings

Upper left: before treatment, Lower right: after treatment
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殊に尿路感染 症 を しば しば 反復 して い た 症 例 で あ る。 今

回 も,昭 和56年7月28日 か ら膿 尿(帯)と 高 熱 あ り,

尿培養でE.coli 107/mlを 認 め た ので,本 剤 の使 用 を開

始 した。す なわ ち,本 剤 を午 前 中 は点 滴 に て1gを1日

1回,夕 方 に1gの 静注 を1日1回 ず つ施 行 し,7日 間

総量14gで 膿 尿 は改善 し,尿 沈 渣所 見 で も改 善 を 認 め,

尿中のE. coliは 陰 性 化 した。 本 例 では,本 剤 の 使 用前

のBUN 38.0mg/dl,血 清 ク レア チ ー ン1.6mg/dlと

やや高い 値を示 してい た が,本 剤使 用 後 で もBUN 36

mg/dl,血 清 ク レア チ ニ ン1.4mg/dlと 著 しい 変 動 は な

く,本 剤 に よる悪影 響 は 何 ら認 め られ なか っ た 。

症例8 K.K.30歳,〓,糖 尿病,神 経 因 性膀 胱

お よび尿路 感染 症 。

若年か らの典 型的 な糖 尿病 の 症 例 で あ り,糖 尿 病性 の

神経 因性膀 胱 を示 して い た。 そ の た め,し ば しば 尿路 感

染症 を反復 してい た。 今 回 も入 院 中 に 発熱 と膿 尿(〓),

尿中細菌 培養 ではE. coli 107/mlを 認 め た の で,昭 和

56年10月1日 か ら本 剤 を使 用 した。 本 剤 を1回19ず

つ1日2回 静注 し,7日 間 総量14gを 使用 した と ころ,

臨床症状 の改善 と尿所 見 の改 善 お よび 尿 中細 菌 の消 失 を

認 めた。

3.副 作 用

全症例について,可 及的に末梢血,肝 機能および腎機

能 と,尿 蛋白と尿糖などの項 目にわた り,本 剤の投与前

後で検索を施行 したが,本 剤に起因 したと思われる異常

は認められなかった(Table 2)。

III. 考 按

Ceftazidimeは グラム陽性ならびにグラム陰性菌に対

し広域なスペ クトラムを有し,殊 にP. aeruginosaを 含

めたグラム陰性菌には優れた抗菌活性を有 す る し,β-

lactamaseに 対する安定性でも優れているとされ,か つ

血中濃度を良好に長時間持続するといわれている2)。 そ

の特性をふまえて,15例 の 呼吸器感染症ならびに尿路

感染症に使用 した結果,極 めて高い有効性を発揮 し,症

状の改善が速やかであるとともに,菌 の消失 も比較的良

好であることが認められた。また,著 しい副作用もなか

った。
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CLINICAL STUDIES ON CEFTAZIDIME (SN401)

SHIGERU TAMAKI
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Clinical studies on ceftazidime (CAZ, SN401) were carried out and the following results were obta-
ined.

Five patients with respiratory tract infections and 10 with urinary tract infections received ceftazi-
dime, and the clinical response was excellent in 2 patients and good in 13.

There was no side effect considered to be attributable to this drug.
These results indicate that ceftazidime can be a new useful antibiotic with high clinical efficacy

expected.


